
「活動報告書」

小学校では、昨年度パターンブロックを購入 し、算教科の授業の中で、

活用いた しま した。その活動例を報告いた します。

<本 時の授業テーマ>

図形を数や式で表し、図形と式に対する感覚を豊かにする授業展開

革元名  第 1学年  「広さを式で表そう。(特設単元)」

1 指 導計画 (3時間)

第 1時  パ ターンブロックの使い方の約束を知り、たっぷり触れて、形作りを楽し“む◇

第 2時  簡 単な形作りを通して、4種 類のパターンブロックの形と広さの関係を考え、

表現する。

第 3時  パ ターンブロックで広さ比べをし、広さを式に表したり、式からFKl形や使っ

た′くターンブロックを判別する。

2 評 価規準

3 テ ーマとの関連

(1)本 時で身に付けさせたい考え方や内容

①「作を手がかりに見通じをもって合成 ・分解しようとする見方

低学年の図形の学習は、活動自体を楽しむことを通して図形に親しみ、興味 ・関心

をt)つことが大切である。本時では、催示した図形を、パターンブロックを組み合わ

せて作る活動を通して、外形は同じでも様々な組み合わせ方があること、更に、区1形

を式に表すことができることに気づかせていく。 1年 生の児童にとつて、操作活動は

思考を助け、図形学習では発見や確かめの活動である。そのため本時は、組み合わせ

関心 ・意欲 ・態度 数学的な考え方 能技 知識 ・理解

・パターンブロックで

形作りをしながら、形

や広さを観察しようと

している。

・作った形を数や式を

用いて表すことのよさ

に気付いている。

・パターンブロックで形を

構成 ,分解することによつ

て、各々のブロックの形や

広さの特徴と関係を考え

る.

・工夫して組み合わせた形

を色の式や数の式に表し、

表した教や式から使ったバ

ターンブロックと図形を考

える.

・パターンブ′ロックを用

いて、構成 ・分解ができ

ると共|こ、組み合わせ方

の異なる敷き講めをする

ことができる.

・各々のパターンブロッ

クや並べた形を、任意単

位を基に数で表すことが

できる。

・形を観祭したり構成し

たりする活動を通して、

敷き詰めの意味を理解し

ている。

・教き詰めた図形を数や

式としてみるなど、図形

の構成を数や式で表すこ

とができる豊かな感覚を

もつている。
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る活動と広さ比べの活動を一体化させている。

②構成した図形を式化する活動の導入

図形学習を 「図形」領域としてだけで扱 うのではなく、広さを任意単位によつて

置き換えた数で表せること、数を使って式化できることに気付かせていく。また、

式からPBを 判別したり、合計から図形を判別する見方も取り入れ、式をよむ学習の

索地としていく。

(2)授 業の工夫

①題提示の工夫

2種 類の形の広さを 「パターンブロックでFFlべよう。 (課題①)」と投|ずかける。

4種 類の PBを 組み合わせているためすぐには比べられないが、既習 「広さ比べJで

の任意単1立や、前時の形作りを想起させ、各ブロックの数値化を活用すれば数で比

べられることに気付かせたい。更に、「並べたパターンブロックを式で表そう。」と

提示し、図形を式fヒすることと互いの式をよむことに重きを置く。

②説明する活動

広さをどのようにして比べたか、広さを表した式からどのようにして使用したブ

ロックをよ

みとつたのか、式から2種 類の図形をどのようにして判別 したのか、を説明させて

↓ヽく◆

(1)本 時のねらい

。2つ の形の広さをバターンブロックを使つて比べようとする。

意欲 ・態度)

・広さの比べ方を工夫して考え、広さを式で表せることにも気付き、

(関心 ・

る1いの式から使っ

たパ ター

ン

(数学的

な 考 え

方)

太枠は、

ブロックの種類と数をよみとることができる。

(2)本 時の展開 (3/3時 間)

学習課題

O学 習活動  C予 想される児童の反応  ◎ 教師の発闘 ・指示  *指 導上の留意点

☆評価

【あ】のシャツと         【

【い】のワンピースでは、

どちらがひろいか パターンブロッ
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□
クをつかつて し らベ

ヤ
てみよう。

◎ ど ちらが広いか予想してみましょう。

C 縦 に長いから 【あ】の方が広い。

C 下 が横に広がっているから 【い】の方が広い。

③ ど うすれば比べられそうですか。

Cl 同 じブロックで作って、数で比べる。

C2 シ ャツに置いたブロックをワンピースに重ねてみる。ブロックがはみ出し

た方が広い.

C3 パ ターンブロックの大きさを表す数を足してみる。

<ブ ロックを重ねる。 (間接比較)>

Cl 【 あ】を作ったパターンブロノクを 【い】の形の上に並べてみたら、重なら

ないところとはみ出るところがあつて、うまく比べられない。

→ブロックを 一部変えて (一希小さい任意単位 「様」に)重 ねてみるc

※このままで、比べられる方法を検討段階で話し合う。

(数値化、式化のよさへ)→ C7

C 2

C 2 )

C 3

【あ】を作ったパターンブロックと【い】

てみたら、lt 】ヽの方が余ったから広い.

【あ】を作ったパターンプロックを、【い】

の方が余つたから広い。

【あ】は緑2枚と青2枚と黄1枚、

【い】は様3枚と持2枚と黄 1枚で、

緑1枚分 【い】の方が広い。

を作つたパターンブロックを重ね

の形の上に並べてみたら、l tjヽ】

<同 じ色のブロックで比べる。(任意単位)

C4  赤 を並べると、

【あ】は赤4枚、

【い】は沈(3本文とネ求4本文。

緑3枚は、赤1枚と同じ。

【い】ほ赤4枚 と緑1枚だから、

【い】の方が縦1枚分広い.

【あ】 【い】
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C5  音 を並べると、

【あ】は青5枚と緑2枚、

【い】は青5枚 と緑3枚だから、

【い】の方が緑1枚分広い.

C6  緑 を並べると、

【あ】は 12枚、【い】は 13枚だから、

【い】の方が様 1枚分広い。

<黄 色6・ 赤 3・ 吉2・縦 1の教に置き換えて式化して合計で考える。>

C7 【 あ】3+3+2■ 2■2=12   【

【い】3+3■ 2■2■2■ 1=13

だから【い】が態1広い。

【い

☆ 2つ の形の広さをパターンブロックを使って比べようとする。

◎どちらが広いことがわかりましたか.

C 【 い】のフンピースの方が、緑 1枚分広いことが分かつた。

C 各 々の考え方を発表する.

◎それぞれの考え方のよさを話し合う。

C は みlWlしたところを禄のブロックに変えると、比べやすい。

C 一 番小さい緑のブロックで形を作って教えると、枚数で簡単に比べられる。

C 並 べるのは様のブロックでなくても、緑何枚分の数に置き換えて、言卜算すると

答えで比べられる3

C ど のブロックを使つていても、式にして計算すると、答えの大きい方が広いと

すぐ分かる。

六 モ
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<自 力解決で式化の考え方 (C7)が 出なければ>

◎重ねたり動かしたりして比べることは難しくても、この形 (4種類のパターンブ

ロック)と 数を使って広さを式に表すことはできませんか。

C 色 のたし算にすればいい。

C た し算をすればいいc

<出 力解決で式化の考え方 (C7)が 出てくれば>

◎友達 (C7)の 考え方を使って、自分で泣べたブロックを式で表してみよう。

【あ】

C l■ 1■ 2■ 2+6主 12      (縦 十線十寺十青十黄)

C l+2+3+3+3二 12      (様 十舌十赤十赤十赤)

C l■ 1+2■ 2+2+2+2=12  (緑 十緑キ青十青十青十青十青)

C 3■ 3+3+3=12        (赤 十赤十赤十赤)

【い】

C 2+2■ 3+3+3二 13       (青 十青十赤十赤十赤)

C l■ 1+2+3キ 6二 13      (緑 十緑十青キ赤■黄)

C l十 上+1■ 2+2+2+2■ 2=13(練 十緑十緑十青十青十青十青十青)

C 3+3+3+2■ 1■ 1=13    (赤 十赤十赤十青十線十様)

*発 表 した式を観察させるぅ

◎友達の数の式を見て、どんなことが分かりますか。

C 全 部で何枚使つて作ったのかが分かる。

C 何 色のパターンブロックを使つているのかが分かる。

C 何 色のパターンブロックを何枚使っているのかが分かる。

C lが 211111、2が 5回 だから、緑が 2枚 で、青が 5枚 だと分かるっ

C l■ 1+2■ 2+2■ 2■ 2=12だ から、緑 12枚 でできる 【あ】の形だと分か

る。
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C l+1+2■ 3+6=13だ から、緑13枚でできる【い】の形だと分かる。

C 計 算をして、答えが12な ら【あ】で、13な ら【い】の形だと分かる。

*時間があれば、式を見て、パターンブロックを選び、合計から【あ】か 【い】を判別

して、

形づくりをする。

C 泣 べ方が難しかったけれど、【あ】の形ができました。

C 一 番大きいま色先に真ん中に置いたら、並べ方が分かりやすかつた

☆並べたバターンブロックを式で表し、互いの式から使ったパターンブロックの種類と

各々の数が分かる。

◎ 今 月の学習を振 り返って、感想を書きましょう.

C パ ターンブロックを使 うと、広さ比べができることが分かつた。

C 並 べたパターンブロックを式に表せることが分かつた。

C た し算がいっないだったけれ ど、となりの数を足 していけばいいことが分かつた。

C 式 を見ると、使ったパターンブロックの色と数が分かる。

C 計 算すると全部の数が分かるから、【あ】と 【い】のどちらの式かすぐに分かる。

C 式 は間じでも、並べ方が違うことがある。
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